
防災士・自主防災組織・
民生委員児童委員及び
地域コミュニティ協議会
による意見交換会について

令和７年２月１６日

龍ケ崎市防災安全課

第２部－２
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○日程 令和６年7月２０日（土）9：00～11：00

（1）防災士連絡会役員・自主防災組織連絡協議会役員・
民生委員児童委員連合協議会役員意見交換会

○参加対象 龍ケ崎市の防災士連絡会・自主防災組織連絡協議
会・民生委員児童委員連合協議会の役員

○テーマ 参加者自己紹介・防災に対する気持ちの共有・災害時と平時

の取り組み・地区ごとの意見交換会実施について 等

20名が参加
◆自主防災活動の共助の輪に、防災士、民生委員
児童委員が加わっていただけたら心強い（自主
防）◆命を助けるのは地域住民の団結。力を合わ
せていきたい（防災士）◆少子高齢化、人口減少
と共通の課題がある。話し合っていきたい（自主
防）◆皆様と分かち合いながら災害時に助けあえ
る環境ができればと思う（民生委員）

【課題と展望】
◆避難行動要支援者の支援・対応を今後どうしていったらよいか？
◆高齢者等を日頃よりサポートしている民生委員児童委員との連携が重要となっ
てくるのでは。➡防災の意見交換会に民生委員児童委員の参加も促していく。
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○日程

（２）防災士連絡会・自主防災組織連絡協議会・民生委員児童委
員連合協議会及び地域コミュニティ協議会による意見交換会

○参加対象

○テーマ

【12月14日（土）参加者数】

午前：馴柴・川原代・長戸（41名）

午後：八原・龍ケ崎西・北文間（40名）

【12月22日（日）参加者数】

午前：松葉・馴馬台・久保台・大宮（37名）

午後：長山・龍ケ崎・城ノ内（34名）

（課題）要配慮者情報の共有方法
➡平時の声掛け、両隣の安否確認方法を決めておく、民生委員児
童委員との連携（同伴での訪問等）、個人情報取扱いの工夫、各
地区で情報交換の場作り 等

（課題）要配慮者の支援方法
➡支援者に対して支援方法の学習機会を作る（支援方法を共有）、
自主防の先進事例共有、平時から助け合いを意識、自主防内で役
割や防災役員を決める、地区のパトロール時に訪問、地域のつな
がりによる要配慮者の把握 等

（課題）支援者の探し方
➡自治会加入促進、若い世代（40代～50代）に課題共有や情報提
供、近所の身内がいたら勧める、魅力的な広報と情報発信、向こ
う三軒両隣の交流、清掃活動、流経大の活用、外国人の活用 等

龍ケ崎市の防災士連絡会・自主防災連絡
協議会・民生委員児童委員連合協議会・
地域コミュニティ協議会に所属するすべて
の方

災害時における要配慮者（高齢者、障
がいのある方、妊産婦、乳幼児など）
への対応

令和6年１２月14日（土）・22日（日）
各日 9：00～12：30/14：00～17：30

★意見交換会で話し合った内容は、
各地区に持ち帰っていただき、今後
の活動・運営の参考としていただく
ようお願いしました。


